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算できるが,結果は単に(4)でU.2-U.2(C/2N)と置きかえればよい｡ ここで C は
impurityconcentration ,Nは流体の全粒子数｡


























の零 点振 動 を無視 した範 囲 で ,Brinkman-Rice2)は,Ferroのときの bandwidthに




列を Ferro3)にする可能性がある｡この場合の濃度は大体 10~4以上 となって,かなりの
寸acancyが必要であるoVaCanCyの数がこれより少ない場合,その縮退温度 TFはNeel






























ここで, fnn′(k,k ) - <gIC去nck+Kn′Ie> ,











§3. onebandの場合 :縦ゼロ音波にっいて考えてみる｡ bandindicesは省略する｡
nk - nk+x












ここで,V0 - 61N亨 RSvo0,.0(R∂)a
k′で和をとるとき,括弧の第2項は k02の因子を与えるだけであるが, 第 3項を扱 う
ために,
f(K)… 吾f(k,畑 f.…吾意 f(k,K)
を定義し fl(` に比例 )を fで表わす｡ 音速を決める式は次の様になる｡






















こ こ で , F (k)… ∑ f (汰,k)
nm 汰 n m '
rlkn+ nk+xm
nm 豆 W+ekn~Ek+km I
G (wx)… ∑ nk,1- 0,
























- リ ウ ム 吸 着 膜




元量子固体であるが,ここでは.吸着された- リウム膜 (主に単膜 )にっいて実験的に
知られた主要な物理的事実をまとめて報告し,その後で筆者のやっている事を簡単に紹
介したい｡
- リウム吸着膜の相図2)は,比熱測 定2,3),共存する気体の蒸気圧測定3)によって詳
しく調べられている｡その模式図を図 1に描いた｡
密度の低い場合には,自由気体と違い,吸着台の影響が大きく,吸着面の最も吸着力
の強い部分から順次束縛されて,面の不均一性や不純物に強く左右された相が出来ると
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